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【目的】組織亜型分類は IPMN 自体の予後や悪性率など臨床像と密
接に関連している.従って術前亜型診断が可能となれば予後予測や悪
性診断に有用で治療方針決定に役立つ.従来,組織亜型分類は切除標
本を用いて行われ,術前に行う手法は確立していない.これまでに組
織亜型と術前画像との関連を検討した報告はない.本研究では腸型
IPMN の術前画像所見の特徴を明らかにし術前亜型診断に応用する
こと,及び胃型 IPMN と腸型 IPMN の各々良悪性群間の画像所見の違
いを明らかにし術前良悪性診断に応用することを目的とした.【方法】
対象は術前に超音波内視鏡(EUS)と CT を施行した切除症例連続 109
例.手術適応は国際ガイドライン 2006 に従い,全例切除標本で病理学
的に IPMNと確定診断が得られた.切除標本を用いてHE染色とMUC
染色から組織亜型を決定した.全例で術前にEUSとCTを行い,嚢胞径,
主膵管径,結節径,膵実質径を評価した.腸型と非腸型で各術前画像所
見を比較し,次に胃型と腸型をそれぞれ良悪性群に分け画像所見を比
較した.【結果】平均年齢 67.4 歳.男性 72 例,女性 37 例.異型度は low 
grade dysplasia 20 例 ,intermediate-grade dysplasia 20 例 ,high grade 
dysplasia 43例,invasive carcinoma 26例.腸型 36例,非腸型 73例(胃型 57
例,胆膵型 15 例, 好酸性顆粒細胞型 1 例).腸型と非腸型で有意差を認
めた画像所見と各所見の腸型予測能は,主膵管径(cut off 値 6mm,感度
83%,特異度 64%,正診率 71%),膵萎縮あり(感度 56%,特異度 93%,正診
率81%),乳頭開大あり(感度67%,特異度79%,正診率75%)であった. 組
織亜型に基づいた良悪性鑑別では胃型・腸型共に結節径が悪性を示
唆する最も有用な指標であったが,ROC 曲線を比較すると腸型は
AUC = 0.916(cut off 値 5.5mm,感度 83%,特異度 86%,正診率 83%)と胃
型のAUC = 0.717(Cut off値 11.0mm,感度 57%,特異度 91%,正診率 77%)
に比較して特に優れた診断能を示した.【結語】術前亜型診断で主膵
管径,乳頭開大所見,膵萎縮所見は腸型 IPMN の予測に有用であった.
胃型,腸型のどちらも結節径が最も信頼性の高い良悪性鑑別の指標で
あったがその診断能は亜型ごとに異なるため術前亜型診断が重要で
ある. 
  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
American Journal of Gastroenterology 
投稿中（平成 26 年 2 月 26 日現在） 
 
 
